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武研は、エコツーリズムや自然観光資源の持続
的な利用を目指し、観光者やガイド従業者が自
然環境保全に直接貢献するための仕組みについて、
文献調査、質問紙調査、GIS、映像解析などを　
組み合わせながら、研究を進めています。

筑波大学 芸術系　助教
TAKE Masanori

2014年4月に開講し、自然
と文化にまたがる学際的な
知識と国際的な経験をもと
に、自然保護に関する国際
機関や国内機関、国際援助
機関などで活躍する人材を
育成することを目指したプ
ログラムです。

人間総合科学研究科 世界遺産専攻

インタープリテーション概論

朱諾(左) 張新語(右)
ともに研究生飯能の名栗でのエコツアーを体験

観光者が書いた旅行
記を用い、中国泰山
の構成資産への認識
について研究してい
ます。

李崢暉 
世界遺産専攻
M２

1545m

ライチョウの個体確認時の調査条件の把握
新潟県妙高市火打山において、
絶滅危惧種ライチョウを調査す
る市民参加型の登山ツアーによ
るライチョウの情報収集手法の
開発を行っています。

島嶼観光による地域住民・観光業従事者への影響評価
八重山諸島とパラオ共和国を事例
に、地域住民や観光業従事者から
持続的に支持される観光のあり方
を評価する指標を研究しています。

湾内における釣り人の利用状況把握
下田湾内の遊覧船からの４K動
画記録を用い、調査者が少人数
でも湾内の利用状況を効率よく
調査できる方法を提案します。

保護地域・野生生物管理実習

南アルプププププス国ス国ス国ス国ス国立公立立立 園/園/エコエ パーパパパパパパパパ ク
におにおけるるゾーゾーニンニンニンニンニニニ グとグと野生野生生物生物生物生生物生物物物
管理管 、車車両規両規規規規規制、制、制、制、制、制 山山小屋/屋/登山
道管理の理の現状現状状現状状現状現状にににににつについて、現現地体地体
験を験ををを通じ通じ通じ通じじてててて実習を行いましした。た

3193m

坂入 愛 
生物資源学類 4年
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E-mail : take＠heritage.tsukuba.ac.jp

飯田晶子（東京大学）渡部哲史（東京大学）他
との共同研究

和田茂樹（生命環境系）との共同研究

佐方啓介（生命環境系）との共同研究
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島嶼観光によるる

世界遺産「泰山」に関する研究

研究キーワード
エコツーリズム　
ガイド
自然観光資源
自然保護　
野生生物の保全

博士(環境学) 

2014年4月に開講し、自然


